
1 

 

 

 

 

 

第３回（平成 25 年度） 

国分寺市子どもの居場所づくりに関する 

市民ワークショップ 

 

報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年３月 28 日 

国分寺市子どもの居場所づくりに関する市民ワークショップ 

 

 

 



2 

 

目   次 

 

はじめに ………………………………………………………………………１ 

 

第１章 「子どもの居場所」についての基本的な考え方と国分寺市の現状 

第１節 「子どもの居場所」についての基本的な考え方……………………２ 

  

    

第２章 提言 

 第１節 子どもの居場所を再考する …………………………………………４ 

 第２節 公の施設を「子どもの居場所」にするためには……………………５ 

  

 

おわりに（まとめと今後の展望）   ………………………………………９ 

 

資料編 

〇ワークショップ開催状況…………………………………………………………11 

 

〇国分寺市子どもの居場所づくりに関する市民ワークショップ設置要綱……12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

はじめに 

 この報告書は，平成 25 年度に行われた「第３回子どもの居場所づくりワークショップ」の成果です。 

このワークショップは，平成 22 年 3 月に国分寺市の次世代行動計画である「国分寺市子育て・子育ち

いきいき計画」において子育て支援課の事業として行動計画に盛り込まれております。 

 近年の社会状況は，子どもたちと子どもたちを育てる者にとって，安心して暮らせる状況とは言えま

せん。都市化によって，子どもたちがいきいきと遊ぶ場が少ないことも指摘されています。児童への虐

待は，直接に子どもたちの安全を脅かしています。子どもたちの世界にもいじめがあり，安心して暮ら

せるとは言えません。また，学校や社会に居場所がなく，不登校になったり，ひきこもるといった状況

もしばしばみられます。 

 これらの状況への予防として，そしてこれらの状況への対応としても，子どもたちが安心して，安全

に暮らせる社会的環境が求められています。また，子どもたちを受け止め，支援することが求められま

す。 

 現在，国分寺市において「国分寺市子育て・子育ちいきいき計画（後期計画）」が策定されつつありま

す。条例の策定プロセスにも，別のワークショップが設置されております。この「居場所づくりワーク

ショップ」は，これまで３年間，子ども達の「居場所」について考えてきました。その中では，子ども

の「居場所」を確保していくことが，子ども達をいじめや虐待から救うための大切な課題だと考えてき

ました。このワークショップの提言が，現在作成されている「国分寺市子育て・子育ちいきいき計画（後

期計画）」において活用されることを切に望んでおります。 
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第１章 「子どもの居場所」についての基本的な考え方と国分寺市の現状 

第１節 「子どもの居場所」についての基本的な考え方 

平成 23年度に開催された第１回ワークショップでは，「子どもの居場所とはどのような場所だろうか」

ということについてから議論を始めました。参加者からは，以下のような意見がでました。 

 

・子どもたちが，ありのままの自分でいられる場所 

・受け止めてもらえる場所 

・安心していられる場所 

・チャレンジできる場所 

  ・夢が見つかる場所 

  ・子どもの発達が保障される場所 

  ・与えられるものではなく，自分たちで作っていくもの 

 

 これらの意見を総合すると，「子どもの居場所」とは，子どもたちが，安心して自分自身と向き合いな

がら，さまざまなことにチャレンジしていくために大切な場所であると考えることができるでしょう。

そこでは，子どもたちの主体性が尊重されることが重要なポイントとなります。 

 また，ひとくちに「子ども」といっても，さまざまな子どもがいます。年齢によって，子どもたちの

生活や遊びの場は大きく変わっていきます。今回のワークショップでは，「子ども」の年齢を小学校高学

年以上の子どもたちの年齢層と考えることにしました。 

 このような「子どもの居場所」は，おとなが「ここが子どもの居場所だ」と指定し，子どもたちにそ

こへ行くことを指示していくような性質の場所ではありません。子どもたち自身が，そこへ行くことを

選びとっていくような場所であると考えられます。その意味では，一般的には「子どもの居場所」とし

ては想定されていないような塾や商店，道路なども，子どもたちからは重要な居場所としてとらえられ

ていることがありえます。また，本来は，「ここが子どもの居場所だ」とおとなが限定するのではなく，

社会全体が，子どもの存在を尊重し，支援していく形で「子どもの居場所」となっていくことが大切だ

と考えます。 

これまで子どもの居場所としては考えられてこなかった場所の中で，子どもたち自身によって，「子ど

もの居場所」として選ばれている場所について考えてみると，そこには子どもたちを受け止め，非難す

るのではなく支援する人たちの存在がカギとなっているのではないかと考えるに至りました。場所（空

間）があることも大切ですが，そこに子どもの考えを尊重し，支援的なおとなが存在することが重要で

す。先に書いたように，社会全体が子どもの居場所になっていくためには，全てのおとなたちが，子ど

もを尊重しながら，その成長を支援していく姿勢や態度をもっていくことが必要になります。このよう

に，第１回に考えた「子どもの居場所」についての考え方は，今年度のワークショップにおいても引き

継ぐこととし，これまで２年間の議論を踏まえて今年度の議論を進めることにしました。 

 

子どもの居場所は，それを支えるおとなの存在を抜きに語ることはできません。現在の社会状況から

も，おとなが見守りつつ支援する場が必要であろうと考えます。 

先に示したように，社会全体が「子どもの居場所」になる可能性があります。しかし，このワークシ
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ョップでは，一般的に子どもの居場所として想定されていたり，現実的に子どもが中心的な利用者とな

っている施設や空間を「子どもの居場所」として考えると，以下のような施設や空間があるのではない

かと，第１回のワークショップで考えました。 

 

◇公園 

◇プレイステーション（冒険遊び場） 

 ◇放課後の学校（放課後子どもプラン） 

 ◇児童館 

◇子ども家庭支援センター 

◇親子ひろば 

 ◇保育所・学童保育所 

 ◇学校 

 

 そのうえで，第１回では公園をとりあげ，第２回では放課後子どもプランをとりあげて，具体的な提

案をまとめてきました。 

これまでの 2 年間のワークショップでは，子どもたちの居場所の中でも，公園や放課後プランといった

特に行政が設置する空間や，そこを利用した事業といったものを中心に議論をしてきました。議論の中

で，現在の公園や放課後プランが，十分に子どもの居場所とはなり得ていないことがわかりました。そ

れらの現状と改善の報告性などを報告書としてまとめましたが，それが十分に生かされているとは思え

ません。 
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第２章 提言 

第１節 子どもの居場所を再考する 

 今年度のワークショップでは，最初に小学校高学年の子どもたちを想定し，中学区ごとに子どもたち

が現実にどこで遊んでいるのかを調べることからはじめました。 

 そこで出てきた子どもたちのいる遊び場としては，公園，校庭開放以外に，このような場所が出てき

ました。 

 

☆小学校高学年以上の子どもの居場所（表１） 

１中学区 ２中学区 ３中学区 ４中学区 ５中学区 その他

窪東公園 武蔵野公園（府中） ボンゴ園（国立） 窪東公園 学校の校庭
小平中央公園 仲良し公園 小平中央公園 友達の家

こばと公園 北町公園 自宅

ぞうさん公園 立川の公園
栄町公園（府中）
黒鐘公園

②児童関連施設 本多児童館 ひかり児童館 プレイステーション しんまち児童館

恋ヶ窪公民館
けやきスポーツセンター

（ロビー）
東大和の市民プール

内藤地域センター【マン
ガ】

福祉センター（ロビー）
【ゲーム】

けやきスポーツセンター
（ロビー）【ゲーム】

平安神社 レインボープール
障害者センター（ロ

ビー）
並木公民館（ロビー）

福祉館（国立） もとまち公民館 市民農園のあずまや

お鷹の道
大国魂神社
野川

国分寺駅前のゲームセ
ンター

グランデュオの地下の
ゲームセンター

丸井 まんが喫茶
東大和のイトーヨーカ
ドー（ゲームコーナー）
ゲオ富士見台店（国立）
ブックセンターいとう（立

川羽衣）

①公園

④商業施設

③その他の公共施
設

けやきスポーツセンター
【バスケットボール】

図書館（国立）

  

＊その他…学校の校庭，自宅，友達の家 

 

整理をしてみると，同じ国分寺市内でも，子どもたちは住んでいる場所によって居場所が多い場所や

少ない場所があり，また，その居場所の性質も大きく異なっていることがわかります。また，公園や児

童館といった場所以外では，かなりの部分が商業的な空間であること，「子どもの居場所である」ことを

主な目的とはしていない場所にいることがわかりました。商業的な空間が即，子どもの居場所としてふ

さわしくないという事はありません。しかし，そこにいるためには，なにがしかの金銭的な負担が必要

です。このことは，お金を持っている子どもと持っていない子どもが一緒に遊ぶことを困難にします。

また，お金を持っていない子ども達は，何らかの手立てをしてお金を手に入れる必要が出てきます。そ

のようなプロセスの中で，子ども達がさまざまな問題に直面することも多くありうる点には注意が必要

です。最近の子どもを巻き込んだ犯罪等について考えても，この問題は大変重要な問題であると考えま

す。 

 

このように，子どもの居場所の現状を確認しながら，私たちは，「子どもたちのための場所ではない」

にもかかわらず，子どもたち自身が選び取ってそこにいる場所が大切ではないかと考えました。そして，
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こういった場所を，私たちは「すきま」と名付けました。 

 1 回目のワークショップでも話し合ったように，おとなが「子どもの居場所」として用意した場所が子

どもたちによって選ばれて初めて「子どもの居場所」となります。一方，すでに子どもたちが選んでい

る場所が，「子どもの居場所」になるためには，その場所にいるおとなが，子どもがそこにいることをま

ずは容認し，さらには子どもたちの居場所であることを支援していくことが必要になります。 

 「すきま」は，言葉からもわかるように，大きな空間ではありません。一つのすきまに，それほど多

くの子どもたちがいることは出来ませんし，子ども達自身もそれを望んではいないでしょう。だからこ

そ，そういう小さなすきまが，たくさんあることが求められることになります。 

 「すきま」のすべてについて提言を行うことは難しいですが，公の施設などにおいて，「すきま」であ

ることを容認していくこと，そこにいる子どもたちを支援できるようにすることが求められます。 

 

第２節 公の施設を「子どもの居場所」にするためには 

 私たちの社会では，目的別に空間が作られており，その目的に合わない人は，その空間を利用ができ

ないことになっています。しかし，公の施設は，その目的とは別に，広く市民のための施設でもありま

す。子どもは市民ですから，これらの施設は当然子どもに対しても開かれるべきであると考えます。表

１をみても分かるように，子ども達は，福祉センター，地域センター，公民館などの公的施設のロビー

や入り口にいることも多いです。児童館など子ども達のために作られている場所が少なく，自宅からは

遠いこと，公園などが子ども達の居場所となりえていないことも大きな原因であると思われますが，そ

れだけではなく，子ども達自身が見つけ，作り出していく「子どもの居場所」の性質とも関連するので

はないでしょうか。商業的な空間などに出ていくのとは異なり，こういう場所を居場所とする子どもた

ちは，おとなの目が届く場所にいることが安心につながっている面もあるのではないでしょうか。しか

し，このような空間は，利用者を市民＝おとなとしてしまっている傾向があり，子ども達には使いづら

い，または子ども達がそこにいることが容認されない状況におかれています。 

 今回のワークショップでは，市内にある公民館，地域センター，福祉センター，スポーツセンターと

いった施設について検討を行いました。そのための材料として，これらの施設の職員の方向けに簡単な

アンケート調査（次頁参照）を実施しました。その結果，それぞれの施設には子どもたちが来ることも

多く，そのことは，施設としては，少々問題になることもあることが分かりました。 
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アンケートの結果からも，これらの施設は，「その施設の本来の利用者のための空間や施設」であると

考えられることが多く，そこに子どもたちがいることが容認されにくいこともわかりました。しかし，

いくつかの施設では，子ども達がそこにいることは認められ，むしろ居心地を良くする工夫がされてい

ますし，施設に来る子ども達と「本来の利用者」との橋渡しを行っている施設もあります。 

 第 5 回のワークショップにおいて，スポーツセンターの運営事業者，市の職員（生活福祉課長）に来

ていただいて，それぞれ施設がどのように子ども達に利用されているのかの現状についてヒアリングを

行いました。その中で，それらの施設においても「子どもがいること」が，それによって他の利用者が

使えなくなる，子どもたちのマナーなどに問題があることが指摘されました。これらの問題については，

空き室を子どもたちに開放するなどの方法もあると思われます。また，マナーについては，おとな達が，

その場にいるために子どもに伝えていくことが必要だと思います。同時に，それぞれの施設は市民に開

かれた施設であり，子ども達も市民であることを，施設の利用者のみなさんにもご理解いただくことも

必要だと思います。 

 このように，公の施設を運営している職員および事業者には，その場を子どもたちが利用することに

ついての理解を持ちつつ，本来の利用者との共存できるように環境を整えていくことが求められます。

そのためには，運営する職員や事業者それぞれが，子どもの居場所を保障できる存在になる必要があり

ます。この点について，単に講演を聞くといった研修ではなく，自分たちの施設を子どもの視点で見直

してみる，ワークショップに参観しながら子どもの視点について考えてみるといった方法が望ましいと

思われます。 

現在，国分寺市の多くの施設が指定管理者制度に移行し，指定事業者による運営が行われるようにな

ってきています。指定管理事業者の募集要項や選択基準に，子どもへの理解がある事業者であることが

盛り込まれるべきだと思います。また，指定が決定してからの運営への市からの要望などにおいて，そ

れらの施設の利用者が市民であり，その市民には子どもが含まれること，それ故に子ども達がその施設

を居場所として利用することを認め，そのための工夫を行うことを盛り込んでいくことが必要です。 

さらに，子どもたちには経済的な力がなく，多くの有料施設を利用することができません。そのため，

さまざまな施設が有料化していこうとしている現在，子どもたちがその利用から排除されやすいことに

なります。こういった点からも，有料化などには慎重になるべきだと思われますし，子ども達にたいし

ては柔軟な適用が望まれます。 

 さらに，これらの施設の利用者は市民です。市民に対して，その施設は，利用者だけのものではなく，

広く市民に開かれた施設であること，市民には子どもが含まれることを理解していただき，そこに子ど

もがいることを温かく見守っていただけるように，伝えていくことが必要です。それぞれの現場の職員

による援助も必要ですが，広く市全体で，子どもを見守り，居場所を作っていくという想いを共有する

ことが必要です。そのための啓発活動も重要な課題でしょう。 
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第３章 おわりに（まとめと今後の展望） 

 最初にも書いた通り，本ワークショップは，平成 22 年３月から５年間の計画を策定した「国分寺市子

育て・子育ちいきいき計画」において，国分寺市のさまざまな施設や施策，事業について，「子どもの居

場所」という視点を持ちつつ検討を行えるようにと提言され，設置されました。 

 今年度，この計画の後期計画が見直されて，新しい計画が策定される予定です。今回のワークショッ

プでの議論から，現在策定されている後期計画において，「子どもの居場所」を作るために，以下の 3 点

を事業として取り上げることを要望します。 

①市の職員への子どもの居場所という観点での研修を行うこと 

②施設の指定管理事業者に対して，市民の中に子どもを含めていくこと，施設が子どもの居場所とし

ても機能できるようにすることを求め，研修などを市と共同で行うなどの工夫をすること 

③市民に対しても，公の施設を子どもが居場所にしていることを，温かく見守っていけるように呼び

かけていくこと。 

現在策定されている後期計画においても，このようなワークショップの設置を行い，子ども向けや子

育て支援の事業・施策のみならず，国分寺市全体が子どもの居場所を子どもと一緒につくっていくこと

を求めます。そして，このようなワークショップを設置したのであれば，市政に積極的に活用していた

だけることを，参加者一同望んでおります。 
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◇ ワークショップ開催状況 

開催回数 開催日 主な内容 参加人数 

第１回 
平成 25年 

６月１日 

・参加者自己紹介 

・ワークショップ設置の趣旨説明 

・進行役の選出 

・今後の進め方について 

９人 

第２回 ８月３日 ・小学校高学年以上の子どもの居場所について 11人 

第３回 10月 12日 ・小学校高学年以上の子どもの居場所について ６人 

第４回 12月７日 ・報告書案について ５人 

第５回 
平成 26年 

２月１日  

・施設管理者へのヒアリング 

（福祉センター，けやきスポーツセンター） 

・報告書案について 

８人 

第６回 ３月１日 ・報告書案について ６人 

  延べ  45人 
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○国分寺市子どもの居場所づくりに関する市民ワークショップ設置要綱 

平成23年1月31日 

要綱第2号 

 

(設置) 

第１条 国分寺市における子どもの居場所(子どもが自らの意思で集まり，語り，遊び，自分らしく過ご

せる場所をいう。以下同じ。)のあり方について，市民の意見を広く聴取するため，国分寺市子どもの

居場所づくりに関する市民ワークショップ(以下「ワークショップ」という。)を設置する。 

(任務) 

第２条 ワークショップは，市長の求めに応じ，子どもの居場所のあり方について検討し，その結果を

市長に報告する。 

(組織等) 

第３条 ワークショップの参加者は，公募による市民(ただし，国分寺市市議会議員及び市の執行機関の

職員は，国分寺市附属機関の設置及び運営の基本に関する条例の取扱について(平成11年国企企発第24

号国分寺市長通達)の趣旨にのっとり，公募の対象としない。)30人以内をもって組織する。 

2 ワークショップは，前条に規定する報告をもって終了する。 

3 市長は，前条に規定する報告の内容について，第1条の設置趣旨に沿って尊重するものとする。 

(報酬) 

第４条 ワークショップに参加する市民(以下「メンバー」という。)の報酬は，無償とする。 

(進行役) 

第５条 ワークショップに進行役を置き，メンバーの互選によりこれを定める。 

2 進行役は，ワークショップの進行を行い，会務を処理する。 

(会議の招集) 

第６条 進行役は，ワークショップの会議を招集する。 

(意見の聴取等) 

第７条 ワークショップは，必要があると認めるときは，メンバー以外の者を出席させ，その意見を聴

き，又はメンバー以外の者から資料の提出を求めることができる。 

(庶務) 

第８条 ワークショップの庶務は，子ども福祉部子育て支援課において処理する。 

(委任) 

第９条 この要綱に定めるもののほかワークショップの運営に関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 

この要綱は，決裁の日から施行する。 

 

 

 

 


